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　桜は散り始めたが一年中で最も快適な季節がやってきた．
大学では新入生を迎え，病院では新入医局員を迎える最も活
気ある時期になった．新人には期待に胸膨らませ，希望にみち
た新しい年度を迎えられたことと思う．東医大雑誌も，この時
期に第59巻第1号を発刊できることになった．緑茶の効用を
説かれた巻頭言に始まり，原著論文を含め充実した内容と
なっている．本誌も進化してきている．編集委員，査読者の努
力により投稿から受理まできわめて短時間に行われており，
本年4月から本誌の掲載料も引き下げられた．これを機に，よ
り多くの質の高い論文の積極的な投稿をお願いしたい．本誌
の充実が本学の発展に連動すると信じている．先生方のご協
力を切に望む．
　なお，巻末に本誌第58巻掲載論文を審査・校閲をして下
さった先生方の一覧を掲載した．ご協力頂いた先生方にこの
場をかりて深謝したい．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山科　章　記）
1．臨床懇話会の報告があった．
　　開催報告
　　　第304回12年10月26日皮膚科学大井綱郎
　　開催予定
　　　第305回　12年ll月22日　整形外科学　伊藤康二
　　　第306回　12年12月8日　眼科学　岩崎琢也
　　　第307回13年1月16日老年病学新弘一
　　　第308回　13年2月　霞ヶ浦病院溝上裕士
2．編集状況の報告並びに編集について討議した．58巻6号
　巻頭言執筆者の猪瀬博先生（国立1青報学研究所所長，東京
　大学名誉教授）は原稿を頂いてから数日後に逝去された．
幹事会（要旨）（平成12年ll月）
　　　　　　　　　　先生の原稿とともに伊東洋会長の追悼文を掲載すること
　　　　　　　　　　となった．
3．東医大雑誌投稿者の個人負担分印刷代を引き下げること
　を検討した．なお実施された場合，これに伴い不足する印
　刷代は医学会が負担し，従来行われていた投稿論文の助成
　金制度は廃止することとする．
4．新設された講座を臨床懇話会の当番教室として次により
　組み入れることとした．
　　外科学第4（13年12月），外科学第5（14年3月），内科
　　学第5（14年5月）
　　なお当番教室として，腎臓科も加えることとした．
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